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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

ふるさと野々市の応援団
東京野々市会総会
　東京野々市会の今年度総会と懇親会が６月 24 日㈯、
東京都の都市センターホテルで開かれ、会員ら 18 人が
出席しました。中嶋一郎会長は「住みよさランキング
が毎年、上位であることが誇らしい。今後もすばらし
いまちづくりを進めていただきたい」とあいさつ。総
会では、新市立図書館蔵書購入支援など事業計画や予
算案などが承認され、市の発展に貢献していくことを
誓いました。その後懇親会が行われ、会員の近況報告
で盛り上がり、にぎやかに懇親を深めました。今年も野々市について語り合う楽しい会となりました。

やめようポイ捨て　保とう美しいまち
子どもと大人のまちぐるみ美化清掃
　７月２日㈰、市内で一斉美化清掃が行われました。
この事業は“ののいちっ子を育てる”市民会議と連合
町内会が主催して毎年実施されており、今年は雨天に
より延期して行った町内会もありました。
　小雨が降る中、清掃を決行した丸木町内会では、グ
ループに分かれて町内を回り、地域の大人と子どもが
一緒にごみを拾いました。道路の側溝にはごみが多く、

「何でこんなところに捨てるんだろうね」などと話しな
がら、みんなで一生懸命まちをきれいにしていました。 今年は39町内会で延べ6,216人が参加しました。

道路の美化に取り組みます
アダプトプログラム調印式
　６月 26 日㈪、市と㈱ソテックは１級幹線二日市田中
線（市道）の二日市四丁目地内～徳用三丁目における
公共施設管理ボランティア支援事業に合意し、調印式
を行いました。㈱ソテックは舗装工事や除雪で市の公
共事業に貢献しており、今後は年３回以上、歩道の清
掃や除草を行います。粟市長は「市民にきれいな道路
と認識してもらうことが安全にもつながる」と期待を
寄せ、同社の塩田代表取締役は「道路を造る者として、
きれいにするのは当然」と意気込みを語りました。

ありがとう
中央・野々市公民館
サークル・定期利用団体
ちょっとだけさよなら発表会
　７月末に建て替えのため閉館する中
央公民館（野々市公民館併設）にて、
６月 23 日㈮～ 25 日㈰の３日間、利用
者による発表会が行われました。会場
には書や手芸、ちぎり絵など、各団体
がこれまで取り組んできた力作の数々
を展示。コーヒーや抹茶を楽しめるス
ペースも設けられ、多くの利用者が作
品を眺めつつ思い出話に花を咲かせま
した。最終日にはステージで、合唱や
人形劇、活動の成果を伝える１分間ス
ピーチなどが発表され、建て替え前の
思い出の１ページを飾りました。

アダプトプログラムに取り組む41団体目となりました。

１．ステージ発表　２．抹茶サークルが来場者
に無料で抹茶を振る舞いました　３．にぎわう
カフェコーナー　４．メッセージボードには
たくさんの「ありがとう」が寄せられました

大声援で勝利を呼び込む
野々市市ホームタウンサンクスデー
　７月１日㈯、西部緑地公園陸上競技場でサッカーＪ
２で戦う地元チームのツエーゲン金沢と横浜ＦＣの試
合が行われました。野々市市ホームタウンサンクスデー
となったこの試合には、市内在住の親子ペア 1,500 組
3,000 人が無料招待され、市内在勤在学者も特別価格
で観戦。あいにくの雨模様の中、野々市市民を中心に
8,544 人が見守った試合は、ホームの大観衆に背中を
押されたツエーゲン金沢が３対２で逆転勝利。白熱し
た試合を制し、見事に公式戦４連勝を飾りました。 サポーターの熱い応援にプレーで応える選手たち
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伝統を後世に伝える夏の炎
御経塚虫送り
　夏の風物詩“虫送り”が今年も御経塚、押野、富奥
で行われました。この行事は農薬のない時代、たいま
つの火で害虫を駆除したことに由来しており、五穀豊
穣を祈願して行われています。御経塚では７月８日㈯、
親子連れが多く集まり、空き缶たいまつを持って地区
を練り歩きました。夜８時には御経塚史跡公園で「虫送」
の火文字と大たいまつを点火。集結した御経塚、押野、
横江（白山市）の若衆は、威勢の良い掛け声とともに
火の周りで太鼓を打ち鳴らしていました。雨天中止が続いていた御経塚。今年は天候に恵まれました。

地元の野菜を使ったカレーを食べよう
給食を通じて地場産物生産者と児童が交流
　市内小中学校の給食で７月 20 日㈭、地元で採れた
野菜を使ったカレーと、翠星高校の生徒が加工したヤー
コンを使ったフルーツカクテルが振る舞われました。
　富陽小学校では、野菜生産者の福田さんと小島さん
が「地産地消することで、健康や環境にやさしい食事
ができ、その土地独自の文化も育まれます」と児童に
語り、児童からは「野菜がいっぱいで、特に人参が甘
くておいしかった」「ヤーコンのデザートがシャキシャ
キしておいしかった」などの声が上がりました。 児童と一緒にカレーを食べる福田さん




